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第１版：2020年 6月 17日作成 

大分大学医学部公衆衛生・疫学講座では，「地域医療構想の推進を目的とするレセプトデータ

の分析」を行っています．  

なお本研究は，大分大学医学部倫理委員会において外部委員も交えて厳正に審査され承認さ

れ，大分大学医学部長の許可を得ています． 

以下に，この研究についてご説明します． 

 

【研究課題名】 

大分県地域医療構想の推進を目的とするレセプト分析 

 

【研究対象となる方】 

令和元年度時点の大分県の国民健康保険被保険者，ならびに後期高齢医療制度対象者 

 

【研究期間】 

2020年 7月 20日～2025 年 7 月 31 日 

 

【研究目的・方法】 

地域医療構想は，2025年以降の少子高齢化を見据え，2025年の病床の必要量を推計し，定め

るものです．都道府県においては，厚生労働省で推計方法を含む「ガイドライン※」に基づき，地

域医療構想の策定が義務付けられています． 

 

※厚生労働省「地域医療構想策定ガイドライン」 

  https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-

Iseikyoku/0000196935.pdf 

 

地域医療構想の策定には，病院や有床診療所の病床を高度急性期，急性期，回復期，慢性期

の 4区分に分類し，それぞれの病床がどれくらい必要なのか、実態に沿った数を算出しなければ

なりません．そして，病院毎（有床診療所を含む）の診療実績，あるいは医療圏毎の患者数から，

医療ニーズに基づいた病床機能の適切な配分のための基準作成が求められています． 

本研究は，大分県地域医療構想を推進するための資料を作成し，将来の医療に必要な病床数

を定めるための根拠を導くために，大分県内のすべての保険者ならびに大分県後期高齢者医療

広域連合からの同意に基づいて，令和元年度 1 年間のレセプトデータの情報を収集いたします．

得られたレセプト情報の特定入院料，手術件数，放射線治療，化学療法等を用いて，病院毎，医

療圏毎に，高度急性期，急性期，回復期，慢性期の各必要病床数の算定を行います．  

なお，分析データは，大分県国民健康保険団体連合会に委託して作成いたします． 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000196935.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10800000-Iseikyoku/0000196935.pdf


2 

 

【研究に用いる情報の種類（電子データのみ）】 

診療月が令和元年度（平成 31年 4月～令和 2年 3月）である，医科（入院・入院外）， 

および DPC，並びに調剤の電算化されたレセプトデータを用います．  

 

【情報の授受・公表】 

本研究は，各保険者（大分市，別府市といった大分県内の市町村のことです），ならびに大分県

後期高齢者医療広域連合の同意を得て実施します．同意が得られた保険者のデータは，個人情

報に該当する対象者の氏名，生年月日その他の記述により特定の個人を識別することができる項

目を削除した上で，大分県国民保険団体連合会より受け取ります．そのため，大分大学において，

このデータに関する個人情報は一切保有しません． 

研究結果は大分県のホームページで公開するとともに，学会誌などで発表することがあります

が，公開されるのは数値のみです． 

 

【情報の保存】 

保存方法は，次の通りです．紙の資料は大分大学医学部公衆衛生・疫学講座の鍵のかかる保

管庫において保存し，電子データは，同講座のパソコンへパスワードを設定して保存します．保存

期間は，論文発表後 10年間とします．また，これらの情報を廃棄する際，紙の資料は，シュレッダ

ーまたは焼却処分とし，電子データはデータが復元できないよう完全に削除します． 

 

【外部への情報提供】 

本研究で使用するデータは，大分県地域医療構想の推進を目的とするレセプト分析の研究組

織以外の他の機関に提供することはありません． 

 

【研究資金】 

本研究は，大分県医療政策課より，大分県地域医療構想アドバイザーである大分大学医学部

公衆衛生・疫学講座の斉藤功教授へ依頼された受託研究です．したがいまして，大分県からの受

託研究費を使用します．本研究の対象となる方の費用負担はありません． 

 

【利益相反】 

この研究は，特定の企業からの資金は一切用いません．「利益相反」とは，研究成果に影響する

ような利害関係を指し，金銭および個人の関係を含みますが，本研究ではこの「利益相反（資金提

供者の意向が研究に影響すること）は発生しません． 

 

【研究組織】 

〈大分大学における研究組織〉 

研究責任者 大分大学医学部公衆衛生・疫学講座 教授 斉 藤  功 

研究分担者  同                      助教 土器屋美貴子 



3 

 

 

〈既存試料・情報の提供のみを行う機関〉 

大分県内のすべての保険者（大分市，別府市，中津市，日田市，佐伯市，臼杵市，津久見市，

竹田市，豊後高田市，杵築市，宇佐市，姫島村，日出町，九重町，玖珠町，豊後大野市，由布

市，国東市），ならびに大分県後期高齢者医療広域連合 

 

【問い合わせ先】 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい， 

 

住所：〒879-5593 大分県由布市挾間町医大ケ丘 1-1 

電話： 097-586-5735 

研究責任者 ：大分大学医学部公衆衛生・疫学講座  教授 斉
さい

 藤
とう

  功
いさお

  

 

なお，本研究への情報を提供するかしないかは，本研究対象者ご自身の自由です． 

情報が本研究に用いられることについて，対象者ご本人，もしくは対象者の代理人の方にご了承

いただけない場合には研究対象としません． 

その際には，下記の連絡先までお申出ください，この場合も対象者ご本人に不利益が生じること

はありません， 

 

 〈照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先〉 

大分県福祉保健部医療政策課 医療計画班   河野
こうの

 良
りょう

太
た
 

                 (電話 097-506-2652） 

 


